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一般国道 241 号十勝大橋は１級河川十勝川に架かる橋長 501ｍの 1 面吊り 3径間連続 PC 斜張橋で、平成 8年

度の供用以降、斜材ケーブルに付着した雪や氷の落下により通行車両に影響を与える事象が発生している。

そのため、平成 14 年度からスクレーパー除雪装置による斜材ケーブルの雪落しを行っているところである

が、本稿では、作業時間短縮や作業員確保といった諸課題へ対応するために実施している新たな落雪対策手

法の検討状況を報告するものである。 

 

キーワード：落雪対策、冬期維持管理、斜張橋 

 

1. はじめに 

 

一般国道241号は、北海道上川郡弟子屈町を起点とし、

同帯広市へ至る全長 151.2km の一般国道であり、十勝大

橋は十勝平野を流れる 1 級河川十勝川に架かる橋梁であ

る（写真 1・図 1 参照）。現橋は、旧橋の架替えとして橋

長 501m、幅員 32.8m、1 面吊 3径間連続ＰＣ斜張橋で計画

され、平成 8 年度に全面供用している（図 3 参照）。供用

後から、斜材ｹｰﾌﾞﾙに付着した雪や氷が落下して通行車両

に影響を与える事象が発生していることから、平成 14 年

度からは、斜材ｹｰﾌﾞﾙへの着雪に対して新たに開発したｽｸ

ﾚｰﾊﾟｰ除雪装置により、ｹｰﾌﾞﾙの雪落としを行っている。

本稿では、落雪対策検討経緯、維持管理上の課題、新たな

落雪対策手法等の検討状況について報告する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真1 十勝大橋全景写真 

(1) 橋梁形式の選定経緯 

橋梁形式は、3径間連続ＰＣ斜張橋で、道路条件（桁

下制限）、河川条件（基準径間長）、施工性（施工時の河

積阻害）等の他に、景観性を考慮して一面吊り形式を採

用し、主塔形状は独立1本柱となっている1)（図2参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1 架橋位置図       図2 主塔断面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図3 十勝大橋一般図
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(2) ｹｰﾌﾞﾙ着雪発生時の気象特性 

十勝地方では、北海道の南を通る低気圧が発達した

時に大雪になる傾向がある。十勝大橋では、この様な

気象条件において斜材ｹｰﾌﾞﾙへの着雪・落雪が発生し、

冬期の道路管理における課題となっている。着雪時の

気象条件は、過年度の調査結果より降雪量：1ｃｍ以

上、最低気温：0℃以下、最小風速：1ｍ/ｓ以下であ

り、落雪時の気象条件は、気温が0℃以上で風速が2ｍ/

ｓ以上、気温が低くても日中に日射が多く風速7ｍ/ｓ

以上となる状況で落雪している。（表1参照） 

表1 着雪と落雪の気象条件 

 

 

 

 

 

 

(3) 第三者被害状況  

 十勝大橋の斜材ｹｰﾌﾞﾙからの落雪により、過去には第

三者被害が発生している。第三者被害は、帯広側のP2

橋脚付近の左側車線で多く発生している。十勝大橋近

傍の気象データでは、西寄りの風が卓越しており、道

路左側に多く落雪する傾向がある（図3・図4参照）。 

 

2. これまでの落雪対策検討の経緯について 

 

平成15年度～平成16年度には、十勝大橋斜材ｹｰﾌﾞﾙの

着雪に関する検討会『十勝大橋雪氷対策技術検討会』が

開催され、表2に示す対策案が検討されている2)。 

 

また、平成15年度には長岡雪氷防災研究所新庄支所 

（現雪氷防災研究ｾﾝﾀｰ新庄雪氷環境実験所）の低温実験

室において着雪・落雪防止対策にかかる各種実験（〇滑

雪塗料に関する基礎実験 〇滑雪塗料、膜材及び格子フ

ェンスを用いた現地実験 〇斜材ｹｰﾌﾞﾙへの雪の付着や

落雪状況及び気象条件に対する現地調査 等）が行われ

ている。 

 

(1) 平成16年度の検証実験 

平成16年度には、前年度の検討結果を踏まえて、表3

に示す②～⑤の4案について対策案の効果を確認するた

め十勝大橋近傍の河川敷で検証実験を行っている2)。 

 

 

 

 

 

事象 気温 風速 降雪量 

着雪 最低 0℃以下 最小 1m/s 以下 1cm 以上 

落雪 
0℃以上 2m/s 以上 

 
0℃未満 7m/s 以上 

※着雪 2003～2004 年・落雪 1997～2004 年の事例より整理 

表 2 平成 15 年度対策案一覧表 

図 4 落雪ｲﾒｰｼﾞ 

表 3 平成 16 年度対策一覧表 
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(2) 除雪ｽｸﾚｰﾊﾟｰの改良経緯 

落雪による第三者被害の防止に向けて平成14年に製

作した鋼製の単胴ｽｸﾚｰﾊﾟｰ（写真2参照）については、

主塔頂部に巻き揚げｳｲﾝﾁを設置して斜材ｹｰﾌﾞﾙの除雪を

行ったが、斜材ｹｰﾌﾞﾙ除雪時間が約6時間も要すること

が課題であった。 

平成15年には各種実験と並行して、着雪除去対策で

ある除雪ｽｸﾚｰﾊﾟｰを単胴式から並行2斜材同時除雪方式

に改良し、ｳｲﾝﾁ設置場所を橋面上の中央分離帯に移設

することにより、除雪時間は約2.5時間に短縮された。

また並列同時除雪では、ｽｸﾚｰﾊﾟｰの総重量が80ｋｇ以上

あり、ｹｰﾌﾞﾙ間の移動に苦労していたが、平成28年には

改良型ｽｸﾚｰﾊﾟｰ（ｱﾙﾐ製）を製作し、40ｋｇ程度まで軽

量化を図った（写真3参照）。 

 

(3) 主塔頂部の除雪及び着雪監視体制 

従前までの斜材ケーブルへの着雪状況の監視は、降

雪時における道路維持業者による雪見巡回がメインで

あったが、平成22年1月に主塔頭頂部へ監視カメラを設

置して常時監視を行っている（写真4～6参照）。 

 

 

 

 

 

写真4 主塔頂部観測装置状況 

 

 

 

 

 

写真5 カメラからの写真   写真6 監視ｶﾒﾗ設置 

 

3. 現在の維持管理上の課題 

 

(1) 斜材ｹｰﾌﾞﾙの除雪体制  

十勝大橋の斜材ｹｰﾌﾞﾙ除雪は、4班体制で実施してい

るが、約2～3時間程度の時間を要しており（ｽｸﾚｰﾊﾟｰ除

雪速度約30ｍ～40ｍ/min 表4参照）、除雪時間帯は朝夕

のピーク時間帯を回避する必要があるため、作業時間

の確保が課題となっている。また、除雪作業員の高齢

化等により人員確保も課題となっており、作業時間の

短縮と合わせて、より効率的な維持管理が求められて

いる。現状の斜材ｹｰﾌﾞﾙ除雪実施体制を表5に示す。ｳｲﾝ

ﾁは2本のﾜｲﾔｰで巻き上げているが、乱巻き防止のため2

名の作業員による操作を行っている（写真7～10参

照）。 

表4 ｹｰﾌﾞﾙ除雪速度計測結果 

表5 斜材ｹｰﾌﾞﾙ除雪実施体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真7 ｹｰﾌﾞﾙ除雪作業状況   写真8 ｽｸﾚｰﾊﾟｰ除雪状況 

 

 

 

 

 

 

 
(2) 斜材ｹｰﾌﾞﾙの着雪・落雪状況 

現在のｽｸﾚｰﾊﾟｰでは構造上の問題で除雪不可能な範囲

があり主塔近傍に残雪が発生する（写真11参照）。 

なお下から3本のｹｰﾌﾞﾙについては、落雪による交通

への影響が少ないと判断し除雪は実施していない（写

真12参照）。 

主塔 ケーブル ケーブルNo.
上までの

除雪時間（分）
下までの

除雪時間（分）
スクレーパー
移動時間（分）

合計時間（分） 備考
ケーブル延長
（ｍ）

ケーブル角度
（°）

上まで除雪速
度（ｍ/ｍin）

下まで除雪速
度（ｍ/ｍin）

帯広側 帯広側 4 2 1 11 14 47.3 34 23.65 47.3
帯広側 帯広側 16 10 5 2 17 137.2 27 13.72 27.44
帯広側 帯広側 15 6 5 2 13 129.7 28 21.62 25.94
帯広側 帯広側 14 4 5 1 10 114.5 28 28.63 22.9
帯広側 帯広側 13 5 5 1 11 106.9 28 21.38 21.38
帯広側 帯広側 12 4 5 2 11 99.4 29 24.85 19.88
帯広側 帯広側 11 4 4 2 10 91.9 29 22.98 22.98
帯広側 帯広側 9 3 3 2 8 途中まで 84.3 30 28.1 28.1
帯広側 帯広側 8 3 3 1 7 76.8 30 25.6 25.6
帯広側 帯広側 7 2 2 1 5 69.3 31 34.65 34.65
帯広側 帯広側 6 2 2 1 5 61.7 32 30.85 30.85
帯広側 帯広側 5 2 2 1 5 54.3 33 27.15 27.15

合計 47 42 27 116
平均 4 4 2 10

※ケーブルNo.は主塔からのナンバリング

除雪作業員 作業車両

・作業員：16名
・技術員：6名
　（合計22名）

　・電光掲示板搭載車：1台
　・トイレ搭載車：2台
　・パトロールカー：1台
　・作業員運搬車：3台
　・高所作業車：1台（ﾄﾗﾌﾞﾙ時対応）

写真 2 鋼製ｽｸﾚｰﾊﾟｰ 写真 3 ｱﾙﾐ製ｽｸﾚｰﾊﾟｰ 

写真 9 ｳｲﾝﾁ操作状況 写真 10 ｳｲﾝﾁ内部状況 
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写真11 主塔付近の        写真12 未除雪ｹｰﾌﾞﾙ 

残雪状況 

ｹｰﾌﾞﾙの落雪状況は、風上側のｹｰﾌﾞﾙから落雪が始ま

り、ｹｰﾌﾞﾙを巻き込むように落下しており、ｹｰﾌﾞﾙ上部

から引きずられるように下方に向かって落下してい

る。ｹｰﾌﾞﾙからの落雪は、車道の中央側の路面上に落下

している状況である。（写真13・14参照） 

 

 

 

 

 

 

 

写真13 路面への落雪状況   写真14 路面上の落雪痕 

 

4. 新たな落雪対策手法の検討 

 

(1) 試験施工方法 

 前章までに述べたｽｸﾚｰﾊﾟｰによる落雪対策作業の課題

を以下に整理する。 

課題①ｽｸﾚｰﾊﾟｰでは構造上、除雪不可能な範囲がある。 

課題②朝夕のﾋﾟｰｸ時間を回避した作業時間の確保。 

課題③除雪作業員の高齢化等による人員確保。 

以上の課題を解消するため令和5年度は、過年度まで

の検討案（表2参照）の内、今まで試験施工されていな

い、⑬雪切板、⑫新素材である着雪防止塗装の2ｹｰｽに

ついて、実橋で試験施工による効果検証を行った。試

験期間は、令和5年11月29日～令和6年3月22日、観測時

間帯は24時間である。除雪されていないｹｰﾌﾞﾙの左右に

設置したｲﾝﾀｰﾊﾞﾙｶﾒﾗ（30分）で着雪及び落雪状況を観

測した（写真17参照）。 

⑬雪切板：塩ﾋﾞｼｰﾄを加工し高さ10ｃｍ、形状は三角形

（図5・写真15参照） 

⑫着雪防止塗装：塗装表面にせん断力を集め、氷の表

面に無数のクラックを発生させる。 

                （写真16参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5 雪切板設置断面図     写真15 雪切板の設置状況 

 

 

 

 

 

 

 

   写真16 着雪防止塗装の施工状況 

 

 

 

 

 

 

写真17 ｲﾝﾀｰﾊﾞﾙｶﾒﾗからの画像 

 

(2) 試験施工結果の整理 

試験施工期間中に、雪切板、着雪防止塗装の両方に

着雪が発生した（写真18～19参照）。ｶﾒﾗで確認された

全7回の内、落雪時間が最も短い回数は、雪切板が4

回、無対策が2回、着雪防止塗装が1回となり、雪切板

の落雪時間が短い結果となった（表6・図6参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

写真18 雪切板の落雪状況（右側） 

 

 

 

 

 

 

 

写真19 着雪防止塗装の落雪状況（左側） 
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なお着雪防止塗装は、今回の試験ではあまり効果が

確認出来なかったが、塗装時期の問題で表面にベトつ

きが残ったことが原因と考えられ、改善の余地がある

と思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 今後の十勝大橋の冬期維持管理について 

 

(1) 雪切板改良案（形状変更） 

令和5年度の試験施工で使用した雪切板は、高さ10ｃ

ｍの曲線形であったことから、曲線部に残雪が発生

し、着雪防止効果を妨げたものと考えられる。そのた

め今後は直線形への改善を含めて検討していく予定で

ある（図7参照）。 

 

 

 

 

 

 

図7 雪切板改良案 

 

6. おわりに 

 

 本稿は、十勝大橋の落雪に関する課題とそれに対す

る対策検討状況について述べた。特に、斜材ｹｰﾌﾞﾙの除

雪に関しては、作業員の高齢化や人員確保が課題であ

り、今後も除雪時間短縮や除雪装置の更なる改良等に

よる安全で効率的な除雪手法の確立とともに、並行し

て着雪防止対策についても引き続き検討していく予定

である。 
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表 6 試験施工結果一覧 

図 6 落雪までの経過時間ｸﾞﾗﾌ 


